
Title 投入 : 産出模型について
Sub Title On the input-output model
Author 千種, 義人

大熊, 一郎
Publisher 慶應義塾経済学会

Publication year 1954
Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.47, No.11 (1954. 11) ,p.997(1)- 1009(13) 

JaLC DOI 10.14991/001.19541101-0001
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19541101-

0001

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


書評及び紹介

取鳥

-
¥也

「

近
货
日
本
社
會
史
硏
究

」

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

尾域太郞
丸

Q

6

新
澤
嘉
芽
統
著

「

農
業
剩
餘
價
値
形
態
論

J

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.常

盤

政

治

(

六四)

击
州
榮
ー
著

「

財
務
管
理
組
織

」
.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

和
田
木
松
太
郞

(

六六)

細際鱗濟銀

|
|

「

スターリング地域

j

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

白

石

孝

Q
-U
-)

A
.
H
•ハン
セ
ン
ィ

「

貨幣理論と財政政策

」
：：

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

安

井

孝

治

(

六<)

パi

r ,
^

i
刊
行
會
譯

「

ソ

ヴ

エ

ト

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

…

加

藤

寬

Q

o

…

ネ
ィ
マ
ン

r

確
率

•
統計學の第ー步

」

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

佐

藤

保

(

セ四)

J
ニ
ビ
ン
ソ
ゾ

r

マルクス再饋

」

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

大

熊

一

郞

$

)

:

投

入

丨

產

出

模

型

に

づ

い

て

"

.

.
• 

. 

'

.

.

 

.

 

.
 

.

.

.

 

.

.

.

.

 

.

 

.

 

.

 

•

.

r

■

.

.

千
種
義
入

.

.

'

.
 

.

•

'

大

熊

；

.

一

•

0

-

.

.

■

■

-
 

*

 

■

-.
.

'

■
 

■

 

、

.

■

.

 '

♦ 

.

 

.

 

'

1
、

基
本
，的
模

型

’

 

：

 

.

 

.

. 

(

3

.

投
入
産
出
模
塑
は
.一
般
均
衡
理
論
の
經
驗
的
應
用
の
圖
式
と
し
て
レ
オ
ン
チ
ヱ
フ
に
ょ
っ
て
は
じ
め
て
作
成
さ
れ
た
も
•の
で
あ
る
が
、

現
莅
產
業
間
取
引
乃
至
派
坐
需
要
の
.綜
合
組
織
の
究
明
に
営
っ
て
、
近
代
經
濟
學
が
提
供
し
得
る
殆
ん
ど
唯
一
の
一
般
的
實
驗
裝
置
を
提 

供
し
て
い
る
の
觀
が
あ
る
。
 

V

 

,

ノ
允
來
、
投
入
產
出
模
型
は
一
定
の
生
產
權
造
の
下
で
所
與
の
最
終
需
要
9
日

a

^

o

o

sを
ま
か
众
う
に
要
す
る
產
業
間
の
脉
貨
の 

,

•
流
量
を
確
定
す
る
.シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
，こ
の
意
味
で
投
入
產
出
の
全
體
系
は
純
粹
に
技
術
的
，に
確
定
さ
れ
、
、-2
£
體
の
合
理
的
行
爲
の
公
準

: 

は
所
與
の
最
終
需
要
と
し
で
體
系
外
か
ら
與
え
ら
れ
.る
も
の
と
見
な
'す
こ
と
が
で
き
る
。
レ
オ
.ン
チ
ュ
フ
の
模
型
の
意
#
は
主
體
の
合
理

-■ 

• 

.

.

.

.

 

.

. 

,
• 

•

_

■

.

的
行
爲
に
基
づ
く
最
適
條
件(

o

p

f

&

sか
ら
自
由
な
經
驗
的
圖
式
で
あ
る
.'と
こ
ろ
に
存
す
る
。
 

：

■

し
か
し
ぃ

.

こ
の
ょ
う
な
經
驗
的
圖
武
か
ら
現
實
に
關
す
る
な
ん
ら
か
の
判
斷
を
ひ
き
出
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
.合
理
性
の
公
準
か
ら
自

.

'

 

-

 

<

 

•

 

-

 

• 

»

•

由
で
あ
：る
と
い
$
そ
の
こ
と
自
體
の
た
め
に
、
な
に
ご
と
も
判
斷
し
え
な
い
結
果
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
投
入
產
出
模
型
は
均
衡
に
っ

投
入—

產
出
模
型

.■
に
：つ

い

て

：： 

.

/
.

:

.

 

■

一
 

-

(

九
九
七
.

)

 

ニ

擊
 

.

.

.

.
:
“

 

.上 

\

 

， 

■

 

一
 

二



^
!
?
.
.
.
^
»
,
-

5
i
. 

I
J
I 

'

-*
»
v 

v
a 
4 

* 

4 

!

» 

« 

 ̂

*
• 

> 

 ̂

f
. 

i
*
i 

j 

? 

*

i
-

.

ン
ン
'

こ
：
：
：
.
:士
1田
學
會
雜
誌
-弟 

• 

.

.

.
-
-
:

(

九
九
八
：

r

 

'■
'

.

い
て
の
判
斷
基
準
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
時
決
定
シ
.ス
テ
；A
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
'一' 産
業
の
.産
出
に
要
す
る
投
入
物
は
他
產
業
で

.r:..:
 

•• 

. 

•• 

-

I: 

•

:

し
す
で
に
生
產
さ
れ
た
產
出
物
で
あ
り
、
時
間
的
に
さ
か
上
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
' し
た
が
っ
て
、
，
.一
定
の
技
術
的
關
係
.

——

固
定
投
入 

，
 

.

係
數——
か
ら
得
ら
れ
た
投
入
物
と
産
出
物
と
.の
相
對
的
大
い
さ
は
、
同
時
決
定
シ
ス
テ
ム
に
經
驗
か
ら
揷
入
さ
れ
た
投
入
量
と
產
出
量 

一
 

_ 

.と
の
比
と
.は
異
な
e>
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
ら
が
一
致
す
る
.た
め
に
は
靜
學
的
一
般
均
衡
を
假
定
し
な
く
て
は
众
ら
な
い
。
さ
も
な
け
れ 

I

;:-
:

:
.

.

ば
、
經
驗
的
投
入
.
產
出
關
係
か
ら
導
出
さ
れ
.た
枝
術
係
數
は
甚
し
く
不
安
定
と
な
り
、.
技
術
係
數
ー
定
之
い
ぅ
>
オ
ン
チ
ェ
フ
の
模
型

''
V
:'/
.
'.
. 

• 

...01) 

...

■-
:
:
,ハ

.
' 

.
に
矛
盾
す
る
。
.

. 

. 

.

一

.

.さ
て
、
.技
術
係
數
ー
定
と
い
ぅ
シ
オ
ン
チ
、
フ
の
模
型
の
最
も
い
ち
じ
る
し
い
特
性
を
基
本
に
し
て
、
靜
學
的
投
入
產
出
模
型
を
權
成•

;•
■
■:
.
 

.
.

.

 

■■■ 

■
■

. 

.

.

.

.

. 

,
 

.

す
る
o
:經
濟
は
於
個
の
產
'業
か
ら
成
る
も
の
と
す
る
。

ザ..
.
.
-

:

^…
…

，
M

»

o霧
蹣
庄
陣

- ;

:,
•

 

i

…
…

c *
.
M
*
a
M

B B

蓉
书
 
i

l l
*
^
a
^
e
>
l
x

 

か 
_

.

L

 

Y
,…

•： ̂

0
0
O
0
K

#

^

a

s

l
r.

:'. 

■.
 

.• 

• 

.

.

.

.

. 

.

一
'

a

な…
…

^W
®

鎵
®
 

A

_

8

'

4

^

:

b

v

.

-
- 

• 

• 

.

- 

•

r 

:

:

p
i
j
=
f
j
?

,

,

d

,

M

H蓉 

i

o

l

s

^

o
 

许
M

n
糊
-
f
:
6c*
.
a
^
x
l
:
^
»
:
b
4

投
入
産
出
模
型
は
，丨
產
業
の
產
出
物
の
各
產
業
お
ょ
び
最
終
需
要
へ
の
配
分
を
示
す
次
の
方
程
式
群
か
ら
成
る
。

• 

.

.

.

 

. 

.
.
I

x
1
i
h
1
1
i
«
2
i

.
I
«
3
=
Y
1

, 

j

一.
.
.
.
.
'
.
.
.
.

 

.

.

.

. 

.
 

.

. 

- 

i

, 

I

«2.1+X2 

I
«
P
2
I
.
•
l
«
2
n
n
Y
*
2 

• 

j

_

..
•:

- '
-

'
.

.

,
..
:

,

' 
.
.
. 

.

.

■

.

■

.

.
'

 
.

: 

.

、
.

.

.

，

'

■

.

 

'
.
.
/

 
.

.

.

.

 

■■
,.
:

■

:

 

' 

' - 

.

.

. 

■

一
 

•

•

•

•

•

•

»

.

.

•

.

 

- 

•

•

•

•

'

•

 

.

 

> 

j

I
' 
小

. 

. 

、
'
'
.
.
.
'
-
.

ブ
：
'
、
.
.
.

':
-
;
.:-
-
.
:..
;
:
:
-
ハ
■'
:
'
:

マ
、
ン
':
.
:ふ.
.'-
.-:
.
-
'
, 

■ 

- 

V
' 

-
. 

I
:
:
-

''
:
:':
'.
.:.
'
:ヘ

ン

.

.

.

.

. 

,

,

I

1

^
 

I

f
 

I
.
* 

+

或
い
は
簡
單
に
，

. 

:

,

^
—

-M
^-
w
n
Y
’ 

.
ノ n

 

…
…

.

.

.

.

.

.

.

.

..
…

…

ぺ

.

.

.

..

.(
1
)

こ
の
方
程
式
群
の
中
の
g

に
先
の
技
術
係
数
を
代
入
す
れ
ば 

:

--
>

X
l

l
a

i
l

x
l

l
a

i
2

x
2

 —

.•
—

Q
L

n
x

n
u

Y
l

 

•

丨
 a

2
1

x
l

4 -x
2

l
a

2
2

x
2

 

.

.

.

.

.

.

. a
2
3
X

S
H

Y
2

,
 

.

■

:

I

f
 

X
l
l
a
3
2

><
2
l
.
+

^—

a
-
!
r
H
Y
®

簡

單

に

、
. 

、
 

x
i
l
M
p
i
x
i
H
Y
，

' 

i
"
x
2
'
…

J
n 

.

.

.•
:
:
:
:
:
:
:

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
:(

to)

⑵
の
方
瑕
式
群
を
産
出
量
X ,
に
つ
.い
て
解
く
。
技
術
係
數
は
一
定
で
あ
る
か
ら
、
最
終
需
要
Y /
を
所
與
と
す
れ
ば
、
れ
個
の
未
知

:
數

X ,
は
外
個
の
方
程
式
に
ょ
.つ
て
一
義
的
に
次
の
解
が
興
え
ら
れ
る
。
.

.

.

.

.

.
 

•

. 

.

:

.

.

.

:

■

A
1
1
Y
1

4-A
1
2
Y
2
H

—

:
.
+
a
1
3
y
3
”

x

1

バ

.
■>
2
1
^
+
>
2
^
2
+
:
:
: 

+ 

A
2
3
Y
3
H
X
2 

V 

<

A
W
1
Y
1

 +

 A
„
2
Y
2
+

.

.

 +

投
入
I

庳
出
模
型
に
つ
い
て 

三

(

九
九
九〕



■ 

.ニ

fl.

田學會雑誌第四

.-+
七
卷
.
.第
.寸
-ー.，號 

八
：

• 

-四
'
：
、
. 
一
0
0
.
0
^

.0

^

.

.

V
-.
.
 

•

 ̂

^

1

^

' 

. 

.

.

 

‘
 

.. 

:

■ '

M
h
>
^
V
H
X
J 

-
i
=
l
,

2, 

•
:
•
•
•
,
$
:
:

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

:
:
•
•
:
•
•

.

.

.

.「
3
〕

.
.

*0

1 ト 

' 

V 

■

.

は
上
式
か
ら
朋
か
：な
ょ
ぅ
に
、S

取
終
需
要Y

j
1,

單
位
の
增
加
に
必
要
な

が
の
量
を
表
わ
す
。
但
し
、
J
x
は

it
接
^

の
生
產

-
.
.
. 

• 

, 

* 

+• 

. 

•
.
.

に
要
す
る
も
の
と
、
：ど
の
生
産
に
要
す
る
.他
の
あ
ら
ゆ
る
產
出
物
の
生
產
に
要
す
る
も

.
の

と

の總
訐
で
あ

り

、

:
.
.
.
f 

A

l

l

f

)

.

r

.

.

.
..
;

:■
:

:

.

で
.興
え
ら
れ
を
。

へ：

'

'；
.

-

'

'

-

:

'

.

'

〈

,

' 

. 

V 

/

;*:

- 

»
• 

. 

.
1 
.

こ
の
模
型
に
：は
勞
働
が
表
面
に
參
加
-1
.て

い

な

.
い0
そ
こ
で
勞
働
部
^
を
添
字
.
$十
1
で
表
わ
す
こ
と

と

し

て、

.勞
働
の
各
産

業

へ

の

:(

配
分
を
示
せ
ば
、

パ

广

.

.

.

 

ぐ

-

+ 

…
…

l
>
s
+
l
'
3
=
o

勞
働
の
投
入
係
數
は

9
n
4-
lii,"̂
n+lt 

ー
=
1》

2
'
:
:
.
,
ミ 

と
書
く
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
こ
の
^

に
⑶
を
代
入
す
れ
ば
、

.

.

.

.•
•

::■
■

•

•

:

•

•
:…

…

：

•
•
：

：

：

•
：

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

C
O

■ 

: 

n
 

' 
,

 

.

.

. 

, 

\ 

.

し
た
が
つ
て
、

の
解
はr

…

•
•
•
：
：
：
：
：

…
…

…

•
•
•
：
：
：
•
•
：
.
.
.
.
.
：
..
.
.
.

.

.

.

.(.5 
ノ

さ
ら
に
、‘
靜
學
的
周
時
決
定
シ
X
テ
.ム
の
上
に
各
產
出
物
の
價
格
を
求
め
る
。•
命
务
激
和
か
で
’
ぬ
、
各
產
出
物
の
價
格
は
そ
の
生
産
.

の
舉
位
費
用
に
相
等
し
い
。
.故
に
、
先
の
技
術
係
數
を
用
い
れ
ば
、
. 

•

 

'

;'

' 

-

•

^

H

^

©

H-f
»T
j
2
ê>
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に
決
定
さ
れ
る
。

と
こ
に
考
察
し
た
投
入
產
出
模
型
の
種
々
の
基
本
的
性
格
を
明
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
に
、
⑶
.に
見
ら
れ
る
ょ
ぅ
に
、
こ 

の
：投
入
產
出
の
體
系
に
は
勞
働
の
生
產
に
要
す
る
投
入
相
互
間
の
關
蓮
：が
示
さ
れ
て
い
々
い
。
す
な
わ
ち
、
.勞
働
の
生
産
過
程
が
含
ま
れ 

て
い
な
い
。
こ
の
模
型
は
生
產
要
素
勞
働
に
關
し
て
開
放
的
ぎ
§)

で
あ
る
0
こ
.の
こ
と
は
、
勞
働
が
唯
一
の
•生
產
の
基
本
要
素
で
あ 

る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
勞
働
が
唯
一
.の
生
産
の
基
本
要
素
で
あ
る
こ
.と
か
ら
、
結
果
と
し
て
㈤
式
が
得
ら
れ
た
ぴ
，⑶
式
の
•意
味
す
る 

と
こ
ろ
は
勞
働
量
を
一

定
と
す
れ
ば
、
最
終
需
要
1
群
は
一
次
結
合
で
あ
る
か
6
、
見
間
の
限
界
代
替
率
は1.

定
で
あ
る
。

'

.
 

'第
二
に
、
各
産
業
は
唯
一
の
：生
産
物
を
生
産
し
、
結
合
生
産
物
を
有
し
.な
.い
。
す
な
わ
ち
界
個
の
産
業
は
同
質
の
外
個
の
商
品
を
別
個 

に
生
産
し
、
そ
の
生
產
過
程
：に
‘は
.結
合
生
産
物
が
存
在
し
な
い
。
も
し
產
業
.
\か
i
な
^
商
品
.を
同
時
に
生
産
し
て
い
る
な
ら
ば
、
す
な 

.わ

ち

へ

.

..
■

.
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で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
生
產
函
數
は

• 

. 

• 

•
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投
入
A

出
模
型
に
つ
い
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1
0〇
ニ)

^

^

。
^

•
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•
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沒
為
+
1 ニ)

 

H
0

F
x
x
i
v
.
f
^
i
'

…

：> $
+
1
こ
0
=
:
0

 

•

■

•の
ニ
個
の
生
產
函
數
に
分
解
せ
ら
れ
、
且
つ
こ
の
模
型
で
は
^
は
i
産
業
の
生
產
函
數
に
相
等
し
い
。
生
產
函
數
の
か
わ
り
に
生
産
過
程

、'
ノ
 

■

ノ(

一

次
と
假
定
さ
れ
，る)

：で
い
え
ば
、

こ
の
結
合
生
産
物
を
含
ま
な
い
生
產
過
程
を
基
本
過
程
と
稱
す
る
。
基
本
過
程
に
.は
勞
働
が
必
ず
投
入
. 

.
物
：と
し
て
要
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
.な
い
。

. 

■

へ
九v 

•

,

第
三
に
完
全
競
爭
が
假
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
‘あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
⑶
が
示
す
よ
ぅ
に
彳
各
產
出
物
の
價
格
は
そ
の
車
位
當
り
費
用

に
等
し
い
。
こ
の
等
式
は
勞
働
が
唯
,
の
生
産
の
基
本
要
素
で
あ
る
以
上
は
、
生
產
函
數
の
一
次
同
次
性
の
下
に
お
，い
て
生
産
の
最
適
條

. 

. 

-

,

‘件
を
乎
が
が
り
と
し
て
得
る
こ
と
が
で
き
る
。價
格
が
單
位
當
り
費
用
に
等
し
い
.こ
と
か
ら
、
s
の
よ
ぅ
に
相
對
價
格
が
技
術
係
數
一
定

の
下
.で
決
定
さ
れ
る
。
(5
)
と
(7
)
と
を
對
比
す
れ
.ば
明
か
，な
よ
ぅ
に
、
賃
金
を
ニ
ュ
メ
レ
.
1ル
と
し
.た
商
品
の
均
衡
價
格
は
、
同
商
品
の
最

.

 

.
 

— 

-
 

.

終
需
要
を
一
.單
位
增
す
に
要
す
る
必
要
勞
働
量
、
す
な
わ
ち
レ
オ
ン
チ
ェ
フ
の
雇
用
係
數
に
相
等
し
く
な
る
？

，
第

四

に

、
.

商
品
の
基
本
生
產
過
程
が
一
次(

l
i
n
e
a
r
)

で
、
且
つ
投
入
係
數
は
一
定
で
あ
る
こ
と
。
投
入
係
數
.

，1

定
と
い
ぅ
の
は
生
產
函 

數
が
制
約
的a

l
t
a
t
i
o
n
a
l
)

で
、
坐
產
要
素
の
代
替
關
係
を
許
容
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
先
の
生
產
過
程
.で
示
せ
ば
、
各

産
業
に
は
唯
一
の
基
本
過
程
し
か
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

.

.

'

: 

, 

• 

.

，

以
下
、
投
入
產
出
模
型
の
基
本
的
性
格
を
中
心
と
し
て
、
投
入
産
出
分
析
の
展
望
を
こ
こ
ろ
み
た
い
。

• 

.

 

二開放
的
と
閉
鎖
的

 

 ̂

,
 

... 

■
 

.
 

-
 

•

.

.

ノ
 

.

前
記
め
模
型
は
勞
働
に
關
し
て
開
放
的X

o
p
e
n
)

と
い
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
勞
働
坐
產
過
程
は
シ
ス
テ
ム
の
內
部
に
含
ま
れ
ず
、
勞

徵
は
唯
■一
 

の
基
本
的
要
素
ど
し
て
與
え
ら
れ
る
。
.
レ
オ
ン
チ
ェ
フ
の

當
初
の
模
型
は
勞
働
.生
產
過
程
を
シ
ス
テ
ム

の
內
部
に
含
み
、
し

た
.

 

が
っ
'て
閉
鎖
的(

0
1

§
3

模
型
を
權
成
す
る
。
こ
.の
場
合
(2
)
の
方
程
式
群
は

x
p
l
M
p
i
x
s
=
o 

f
p
.…

：
，
さ

+
1
.:…

：
：

…

：
•

…
…
…
…
…
…

：…

：…
…
…

：…
…

：(

00

5

と
い
う
同
次
式
で
表
わ
さ
れ
る
か
ら
、
X,
は
零
以
外
に
解
を
有
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
ノ
技
術
係
數
は
獨
立
で
な
く
、
勞
働
の
投
入
係
數
.
 

は
他
の
技
術
係
數
に
依
存
す
る
.。

•

: 

' 

閉
鎖
的
模
型
が
勞
働
に
關
し
て
も
っ
意
味
は
何
か
。
第

.一
に
勞
働
生
產
の
投
入
係
數
ー
.定
と
い
う
こ
と
は
、
勞
働
一
軍
位
を
生
產
す
る 

に
要
す
る
商
品
の
量
が
一
定
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
ょ
.う
な
勞
働
#-
生
產
的
解
釋
が
閉
鎖
的
投
入
產
出
模
型
の
中
で
と
ら
れ
る 

こ
と
は
い
か
に
% ■

非
現
實
的
で
あ
る
と
い
う
反
論
が
あ
る
。
投
入
樣
數
は
や
べ
で
が
獨
立
で
は
な
い
か
ら
、
た
と
え
ば
勞
働
生
產
の
投
入 

系

數(

消
費
係
數)

は
シ
ス
テ
ム
の
投
入
係
數
群
に
依
存
す
る
。
し
た
が
ら
て
、
も
し
.產
業
の
生
產
力
が
增
大
し
勞
働
投
入
係
數
が
減
少 

す
れ

文
、
消
費
系
數
は
反
.比
例
的
に
增
大
す
る
。

レ
オ
ン
チ
ェ
フ
は
消
費
係
數
の
か
か
る
不
安
.定
性
の
た
め
に
、.
閉
鎖
的
模
型
を
抛
棄
し

~

 

十
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.
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.

 

■

 

.

た
と
い
わ
れ
る
。

,
し
か
し
な
が
.ら
、閉
鎖
的
谟
型
は
そ
の
.ま
ま
棄
て
さ
ら
る
べ
き
で
は
.な
い
。
と
い
う
の
は
、投
入
產
出
模
型
の
元
来
の
目
的
で
あ
る
產
業 

間
反
作
用
の
.綜
合
シ
ス
テ
ム

の
解
明
と
い
う
こ
と
が
、
開
放
的
模
型
に
お
い
て
は
十
全
に
な
し
が
た
い
憾
み
が
あ
.る
か
ら
で
あ
る
。
上
の 

莶
本
的
模
型
，に
お
い
て
最
終
需
要
の
1
の
增
加
に
應
じ
て
ん
が
幾
許
の
變
化
を
す
4
か
は
與
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
1
の
變
化
が
さ
ら
に
！̂
 

に
及
ぼ
■す
効
果
は
體
系
外
に
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
.の
點
は
勞
働
部
門
以
外
の
最
終
需
要
部
門
を
と
り
入
れ
た
場
合
、
い
わ
ゆ
る
作
8
チ 

b
a
c
k

効
果
の
缺
除

と
し
て
指
摘
さ
れ
て2

^
。

そ
こ
で
經
驗

的
圖
式
上
、
閉
鎖

的
模
型
で
な
お
且
っ
非
同
次
的
體

系
が
要
求
さ
れ
る
。
 

こ
れ
に
關
し
て
は
、
固
定
投
入
係
數
の
基
本
的
假
定
を
ゆ
る
め
、
投
入
量
と
産
出
量
と
の
間
に
一
次
關
係
を
'設
定
す
る
。
す
な
わ
ち
.

.
投
入—

庫
出
模
型
に
.っ

い

て

：

.
:
.
: 

:

:

七

(

1
0
0三)
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へ.9
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と
お
け
ば
、

I
 .
は
限
界
投
入
係
數
を
示
す
普
で
あ
り
、
.ぎ
は
常
數
項
を
示
す
。

.す
な
わ
ち
、
.投
入
量

I
 

:
は
必
要
投
入
量
P

P
 

:と
自
發
的
投
入
'
冷
な
：と
の
ニ
つ
め
部
分
か
ら
成
.る
。
故
に
、
：基
本
的
體
系
は
.
.

.

:

'

 

'
: .
-

'
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.

.

.
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 1
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•

で
、
常
數
項
を
一
括
す
れ
ば
、

, 

S+1.' 

. 

.

.

.

-f-ic
e\
<S
>
=
M
J 

M
v
:
:
:
, .

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

と
い
う一

義
的
體
系
が
得
ら
れ
る
。
限
界
投
入
係
數
を
平
均
投
入
係
數
に
代
ら
し
，め
た
.こ
と
は
、.
産
業
間
反
作
用
の
經
驗
的
大
い
さ
の
過

大
評
價
を
避
け
る
効
果
の
あ
る
こ
と
も
注
！

io:

さ
る
べ
き
で
あ
ダ
巧
。
.
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-
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H
、
.

r
般

的

，模

型

.

.

‘

レ
オ
ン
チ
ェ
ォ
の
投
入
産
出
模
型
の
根
本
的
假
定
.で
あ
る
投
入
係
數
の
.固
定
性
は
生
產
要
素
の
代
替
を
詐
容
し
.

な
い
點
で
一
つ
の
制
約 

を
課
す
も
の
で
あ
る
6
そ
こ
で

こ

の
假
定
を
外
し
た
模
型
の
構
成
が
こ
こ
ろ
み
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と

は
、
生
產
過
程
を
用
い
て
示
す
場
合 

.に
は
、
基
本
生
産
過
程
が
一
つ
以
上
あ
る
こ

と

を

假
宠
し

、

生
產
函
數
を
も
つ
て
示
す
場
合
に
.は
、
そ
れ
が
一
.次
同
次
の
.函
數
で
あ
る
こ 

と
令
假
定
す
る
。
し
か
し
、.
こ
の
よ
う
な
生
產
要
素
乃
至
生
產
過
程
の
代
替
を
許
す
假
定
の
下
.で
は
、
な
ん
ら
か
の
最
適
條
俾
を
設
定
し 

な
け
れ
ば
投
入
產
出
模
型
を
一
義
的
に
P
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
以
上
の
假
定
の
下
に
、
听
與
の
最
終
需
要
群
を
生
産
す

.
 

-

'(

十
四)

'

る
た
め
の
勞
働
量
を
極
小
な
ら
し
め
•る
よ
う
な
商
品
の
配
分
を
求
め
、
.
こ
れ
を
も
つ
て
均
衡
と
す
る
の
で
あ
る
。

.

V
J
.
の
場
合
、
勞
働
を
唯
.一
の
.基
本
要
素
と
し
て
、
個
々
の
投
入
係
數
は
均
衡
投
入
係
數
と
し
て
決
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
最
終
需
要
咩

と
勞
働
の
激
量
と
か
.ら
獨
立
に
決
定
さ
れ
る
ひ
し
た
が
っ
て
、
.實
現
さ
れ
た
海
衡
に
お
い
て
へ
は
' 
唯
ぐ
一
紕
の
投
入
係
數
が
觀
察
し
得
る

の
.

で
あ
る
。

.

さ
ら
に
最
適
條
怜
が
滿
た
さ
れ
た
な
ら
ば
、

.

最
終
需
要
群

Y
i

と
勞
働
量

X

H

.

と
の
間
に
ー
次
形
式
が
(5
)
と
全
く
同
じ
形

•

 

.

 

. 

•

 

.

.

.

.

.

 

*

 

-

で
成
立
す
る
。
 

' 

. 

■

.

.

.

こ
の
よ
う
に
、投
入
係
數1

定
の
條
件
を
除
い
た一

般
的
模
型cgen.eralized 

m
o +
d
e
l

)

に
お
•い
て
も
、市
場
需
要
の
狀
態
に
か
か
わ
り 

な
く
投
入
係
數
群
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
..最
終
需
要
と
雇
用
量
と
の
間
忆
は
社
會
的
生
產
可
能
表
c
p
s
&
a
i
丨

、十
山
、) 

.

、
 

•

o
n
—p

o
s
s
i
b
i
u
4
s
c
h
e
d
u
l
e

 .for society},

が
戎
立
し
、
最
終
：需
要
間
に
限
界
代
替
率
一
定
の
關
係
が
設
け
ら
れ
る
。j

般
的
模
型
の
缺
く

ベ
か
ら
ざ
る
前
提
ば
勞
働
が
唯
一
の
基
本
要
素
で
あ
る
こ
と
で
、
こ
の
こ
と
は
各
產
業
を
通
じ
て
勞
働
が
同
質
的
な
こ
と
、
お
よ
び
同
一

賃
金
水
準
に
あ
る
こ
と
が
意
味
さ
れ
て
い
る
O'
し
た
が
っ
て
、，

こ
こ
に
は
經
濟
シ

X
テ
ム
全
體
に
わ
た
づ
て
資
源
の
最
適
配
分
と
い
う
條

- 

•

件
が
成
立
じ
、
成
立
し
：た
最
適
條
件
は
個
々
の
.商
品
の
市
場
需
給
關
係
か
ら
獨
.立
に
靜
學
的
長
期
均
衡
を
形
成
す
る
。
.
一.般
的
模
型
は
投 

入
産
出
模
型
に
合
理
的
根
*
を
與
奸
站
と
い
う
成
果
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
て
、
且
っ
、
唯
‘一
.の
基
本
生
産
要
素
の
下
で
の
最
適
條
件
と
.い

.
 

. 

V 

(

十
八)

う

構
想
は
投
入
產
出
分
析
を
ブ
次
計
畫o

i
§

a
r

 p
r
o
g
r
a
m
m
i
n
g
)

へ
轉
化
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

■ 

.

•

'

.

四
、
結
合
生
產
と
'不
完
全
競
#

.
 

.

恶
本
模
型
に
お
•い
て
は
.一
産
業
は
一
商
品
を
生
産
し
、
結
合
生
產
は
行
わ
れ
な
い
こ
と
を
假
定
し
た
.
.°
.澈
合
生
產
が
行
わ
れ
る
と
し
た 

な
ら
、
盡

函

I

I

囊

S

い
か
な
る
新
た
顧
I

I

ね
ば
な
ら
な
い
が
が
間
題
と
な
る
。
I

し
、
と
の
.場
合
、
投
入
係

.數
は
.一
產
業
の
總
合
產
出
物
一
單
位
當
り
に
要
す
る
、
他
產
業
の
總
合
投
入
物
.の
量
で
示
さ
れ
，る
か
ら
.、
總

合(
a
g
g
r
e
g
a
t
i
o
n
)

を
な
ん

.;•
- 

■ 
■ 

■
 

■
 

' 

-

.

■

'

'

「 

.
 

.

.■

ら
か
の
方
法
で
.行
わ
ね
ば
な
ら
な
；い
。
も
し
個
々
の
.商
品
の
慣
格
を
ゥ
エ
ィ
ト
と
.し
.て
：.用
.い
る
な
ら
.ば
、
產
業
の
：す
べ
て
の
產
出
物
お
よ

投
入
丨
產
出
模
型
に
っ
い
て 

一
 

九

(

一
〇
0

五)
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0
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•

,
び
凇
入
物
に
關
し
て
零
次
^
次
の
唐
函
數
を
假
定
し
、
競
#
市
場
に
お
け
る
利
潤
極
大
條
件
を
導
入
す
る
な
ら
ば
、
產
出
物
S

る
變 

換
を
加
え
'^
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
定
の
投
入
係

.數
が
各
產
業
に
.
_し
.て
決
定
で
料
¥

こ
の
値
は
企
業
の
合
理
性
の
下
で
產
業
の
總
合
生 

產
彈
カ
性
と
し
て
の
意
味
を
與
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
ぅ
。，
し
た
が
っ
.て
、
結
合
生
産
物
の
.存
す
る
場
合
に
も
、
投
入
係
數
は
市
場
の
需
給
狀 

餒
か
ら
獨
立
な
値
を
.と
る
と
と
に
な
る
。

結
合
生
産
物
を
有
す
る
市
場
が
.さ
ら
に
不
完
全
競
爭
で
あ
る
場
合
に
は
、
企
業
の
利
潤
極
大
條
件
に
は
企
業
家
の
豫
想
す
る
需
要
お
よ 

び
供
給
彈
カ
性
を
導
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
つ
.て
、.
產
業
の
各
產
出
物
、
投
入
物
：i

要
‘
供
給
函
數
が
さ
ら
に
條
件
と
し 

て
付
加
わ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
產
業
の
總
合
投
入
係
數
の
値
は
當
然
需
要
r
供
給
の
彈
カ
性
に
依
存
し
、
、市
場
の
需
要
お
よ
び
供 

給
狀
態
か
ら
獨
立
で
は
な
く
な
る
。

:
た
だ
し
、
結
合
坐
產
物
乃
至
不
完
全
競
爭
の
導
入
は
、
こ
れ
ま
で
の
説
研
究
で
は
各
產
業
を
あ
た
か
も
一
め
代
表
企
業
の
よ
ぅ
に
見
な 

し
て
お
り
、
產
業
內
部
で
.の
個
々
の
企
業
の
行
爲
か
ら
形
成
さ
れ
る
市
埸
を
明
か
に
し
て
い
■る
も

-

の
.
.で
は
な
い
。
も
し
こ
れ
を
考
慮
す
る 

な
ら
ば
、」

產
業
の
生
產
函
數
は
單
純
に
條
件
と
し
て
設
定
さ
れ
る
.も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
れ
が
設
定
さ
れ
る
一
つ
.の
條
件
と
し
て 

'產
業
內
個
別
企
業
す
べ
て
に
っ
い
て
の
利
潤
極
大
、
す
な
.わ
ち
合
迪
性
の
公
準
が
« -
-
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
ぅ
。

■■
-
..
以
上
は
靜
學
的
投
入
產
出
模
型
を
そ
の
基
本
的
性
格
に
基
づ
い
て
ご
く
大
ざ
つ
ぱ
な
展
望
を
こ
こ
ろ
み
た
も
の
で
あ
る
0
き
わ
め
て
急 

い
で
執
筆
し
た
た
め
粗
笨
を
ま
ぬ
か
れ
難
い
。
重
要
な
問
題
で
あ
る
總

食a
g
g
r
e
g
a
t
i
o
n

乃
至consolidation)

に
っ
ハ
て
よ
こ
こ
に
觸 

れ
な
か
っ
た
。
動
學
的
模
型
.は
現
茌
、
乘
數
原
理
、
資
本
係
數
等
の
線
に
消
づ
て
ニ
、
三
の
模
.型
が
あ
る
が
、
精
緻
な
模
型
に
な
る
ほ
ど 

實
際
上
の
應
用
は
見
る
べ
き
も
の
が
な
い
。
靜
學
的
模
型
の
應
用
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
を
中
心
と
し
，て
、尨
大
な
計
測
が
行
わ
れ
て
い
る
。
 

レ
オ
ン
チ
ヱ
フ
の
本
來
の
意
圖
は
生
產
力
の
變
化
が
物
量
、
價
格
に
生
ぜ
し
め

'

る
劲
果
の
實
證
分
析
に
ぁ
っ
た
め
で
ぁ
る
が
、
.
現
狀
で
文

最
終
需
要
の
變
化
か
ら
派
生
す
る
需
要
の
綜
合
的
効
果
の
判
宠
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
主
で
あ
る
10
い
い
か
え
れ
ば
、
ケ

ィ

ンズ
的
乘
數 

効
果
の
部
門
別
確
定
の
域
を
出
て
い
だ
い
。
し
た
が
っ
で
、
權
造
分
析
と
い
ぅ
に
は
贤
證
面
で
は
い
ま
だ
遠
い
狀
態
で
あ
る
。

.

(

■

一) 

-w. W
.

 

L
e

o
n

t
i

e
f

,

 T
h
e
'
s
t
r
u
c
t
u
r
^
o
f
A
m
e
r
i
c
a
n
'
E
c
o
n
Q
m
y
,

 .1919

^
^
pCQ
p
>fe
:
<I
>名
.

Y
o

r
k

,

 1941 
.

(
2

n
d

 

e
d
i
t
i
o
n
.

 1951.)

.

(

ニ)

レ
オ
ン
チK

フ
は
.

投
入—

產
此
量
の
.

單
位
を
一
弗
當
り

(
d

o
l

l
a

r

w -w
o

r
t

h
)

で
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
實
物
單
位
に
ひ
き
な
.
お
す
の
で
あ
る
が
、

,

r
こ
れ
が
、
勞
働
一
單
位
に
よ
っ
て
增
加
さ
れ
る
商
品
の
最
終
需
悪
量
を
も
っ
て
そ
'の
商
品
の
一
單
位
と
し
た
場
合
に
一
致
す
る
の
は
、
長
期
靜
態
均
衡
の 

場
合
で
あ
る
。N

.

 

G
e
o
r
g
e
s
e
u
-
R
o
e
g
e
n
,

 

ニ L
e
o
n
t
i
e
f

orS
y
s
t
e
m

 

in t
h
e

 

J
ĉf
q
げ
C+
-of 

R
e
c
e
n
t

 A
n
a
l
y
s
i
s

 

E
.

 

w
.
, 

A
u
g
u
s
t

 

1950, 

P217. 

cf. D
o
r
f
m
a
n
,

コ Jnput
-
o
u
.
t
p
u
t

 M
o
d
e
l
/
%

w
. E.

 

&s.. M
a
y

 1954.
•4  

-

(

三)

以
下
の
模
型
は 

J
,

 Balderston'
。

g
odels of G

e
&
l
r
a
l

H

c
o.f
c
<

o
m
i
c

w
quilibiu 

日
^

t?
d

c
o§
w
£
c
-

A

a

’s .
^

^

s

^

s

F

edited 

b
y

 

O
.
IMorgenstern 1954, pp. 23—

2
9
.

に
よ

る

。

レ
オ
ソ
チ
エ
フ
の
自
身
の
當
初
の
模
型
は
開
放
的
模
型
で
あ
る
。

(

四〕

個
々
の
.

ゴ

に
つ
い
て
の
係
數
は
レ
オ
ソ
チ
モ
フ
の
雇
用
係
數(

e
m
p
l
o
y
m
e
n
t

 COCBCient)

で
あ
る
。Leontief, op. cit. 

p. 146.

(

五〕

⑵
と
⑶
と
を
比
較
す
れ
ば
、
長
期
靜
態
均
衡
に
啦
け
る
價
糌
と
賃
金
と
の
比
率
が
雇
用
係
數
、
す
な
わ
.ち
勞
働
一
單
位
に
よ
っ
て
增
加
さ
れ
る
最
終 

需
要
量
に
等
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。

(

六)

い
わ
ゆ
る&

a
l

t

h

-<
Do
r

e

日

で
あ
る
0 

:

.
-

(

七)

ー
次
模
型
で
原
點
に
凸
の
等
量
曲
面
を
得
る
に
は
、

一
、
.

生
鹰
の
基
本
要
素
が
一
以
上
で
あ
る
か
、
ニ
、結
合
生
產
物
の
生
產
函
數
が
各
生
產
物
の
. 

生
產
面
數
に
分
解
し
得
な
い
か(

生
產
過
程
が
必
ず
し
も
派
生
過
程
0 .
<1
)

ユ
<1

岂
一
?
1
:
0
0
6
3
1
5で
な
い
か)

で
あ
る
。G

e
o

r
g

e
s

c
u

-
R

o
e

g
e

n
,

 

o
p

 Veit, 

p. 217.

(

八)

生
產
過
程

(
p

r
o

d
u

c
t

i
o

n

 

p
r

o
c

e
s

s
)

方

至
§

a

^ .

4

と
い
ぅ
の
は
、
投
入
物
を
產
出
物
に
變
換
す
る
物
理
的
工
程
で
、
通
常
一
次

(
l

i
n

e
a

r
)

 

と
假
定
さ
'
れ
る
。
生
產
西
數
は
或
る
商
品
を
生
產
す
る
た
め
に
可
能
な
全
生
產
過
程
の
投
入
と
產
出
と
の
關
係
で
あ
る
。

R
.

 

D
o

r
f

m
a

n
,

 

A
$

i
c

-

 

ation o
f

 Linear P
r
o
g
r
a
m
m
i
n
g

 for the T'heory of the JFirrp,,l

ep

l̂. 

y
p
.
l
^
I
V
L

〈

：
投
入
I
庫
出
貘
型
.に
つ
い
_
T 

:

■

.

.ニ 

c
l
.
Q
O

七)

霞

霧

看

#

每

亂

奮

酸

靈

3

is



H
田
學
含
雑
誌
笫
四
十
七
卷
第
十
ー
號

 

• 

一

ゝ
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(
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九)

ロ
ー
、

ジ
ヱ
ン
は
長
期
靜
態
均
衡
と

い

い

、

彼
の
社
#
生
庳
經
濟(

c
o
m
m
u
n
i
t
y

 

p
r
o
d
u
c
t
i
o
n

 

e
c
o
n
o
m
y
)

が
.達
成
さ
れ
て
い
る
狀
取
を
示 

す
。
そ
の
過
程
に
っ
い
て
は
、

o

f. G

< Do
r
g
e
s
c
u
-
K
o
e
g

a>-n, 
:
 F

i
x
e
d

 C
o
e
f
S
c
i
e
n
t
s

 of 

P
r
o
d
u
c
t
i
o
n

 a
n
d

 t
h
e

 M
a
r
g
i
n
a
l

 

p
r
od
uc
t
iv
- 

i
t
y 

T
h
e
o
I
y
.v
w
.
 E

.

 

s. 1
9
3
5
I
3
6
.

 

pp. 4
0
—
4
9

*,

C
I
O
)
.

 

ロ
ー
、ジ
ユ
ン
は
商
品
の
基
本
工
程
が
一
義
的
ハ
目
ぼ
§)

で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
•て
制
約
性
を
假
定
す
る
^L

e
o
n
t
i
e
f
v
s
y
s
t
e
m
o
。

そ 

の
，後
、
こ
：れ
を
商
品
が
唯
一
の
基
本
過
程
に
よ
っ
て
生
産
し
得
る
.こ
.と
、
と
い
ぅ
假
定
に
直
し
て
い
る
。
^S

o
m
e

 P
r
o
p
e
r
t
i
e
s

 
0
^
pQ

^
s
r
a
l
i
z
e
d

 

L
e
o
n
t
i
e
v

 

3
y
c
o
d
e
i
-
.

tb
.
a
J
V
Z
,
^

i>
義 l

y
w
i
s

of Production 

a
n
d

 ..Allocpuon 

.
e
d
i
ct
-
e
d
 b

y

 T
.

 c. 

K
0
0
p
m
a
n
s
.
'
1
9
5
x
.

 

p
p
.
165 

.1
7
3
0
。

制
約
性
は
一
商
品
の
庳
出
量
と
^.
の
.個
々
の
投
入
量
す
べ
て
と
の
侧
に
一
義
的
且
っ
一
次
の
關
係
が
技
術
的
に
設
宛
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味 

す
るC

L
e
o
n

c+.ief, 

op. 

cit. p. 

37} 
o
，一
 
義
性
の
假
定
を
と
り
外
し
て
も
、
な
お
生
庳
過
程
の
一
次
性
は
假
定
し
な
け
れ
ば
後
に
述
べ
る
一
般
的
模
型 

は
成
立
し
な
い
か
ら(

生
庳
函
數
で
は4
次
同
次
性
を
假
定
し
て
い
る)

、
.ロ
ド
、ジ
ヱ
ン
の
後
の
假
定
の
方
が
適
切
で
あ
る
0.

;
」

.般
，に
、
或
る
若
干
の
生
庫
要
素
に
っ
い
て
は
制
‘約
的
で
あ
っ
て
、
他
の
要
素
に
っ
い
て
は
一
次
同
次
性
が
成
立
っ
と
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
經
濟
は
制 

約
的
要
素
の
過
少
屑
用
を
意
味
す
る
。
制
約
的
要
素
が
資
本
財
な
ら
ば
：過
：剩
設
備
.が
存
す
る
場
合
で
あ
る
。

(

十
一)

cf. L

 c
h
i
p
m
a
B
'
:

 L
i
n
e
a
r

 P
r
o
g
r
a
m
m
i
n

的
^

R. E. 

&
. 

w
.
. 

M
a
y

 1953,. p. 

l
o
rn

o
t
e
s
.

• 

*

(

十
二)

o
f
, H.

 M
.

 S
m
i
t
h
,
《
u
s
e
s

 of L
e
o
n
t
i
e
f

w*O
p
e
n

 I
n
p
u
t
6
u
t
p
u
t

 M
o
d
e
l
s
'

 Activity Analysis,

 

pp. 13
2
1
1
4
1
.

(

十
a

こ
れ
は
デ
ュ
ー
ゼ
ン
べ
リ
ィ
の
部
分
的
閉
銳
模
型
忙
相
當
す
る
。
こ
の
槔
に
沿
っ
て
消
#
丨
勞
働
關
係
を
具
體
的
に
導
出
し
よ
ぅ
と
す
る
試
み

•
 

• 

-

が
、D

u
e
s
e
n
b
e
r
r
y

 &

 Kistin, 

:
R
0
1
e

 of D
e
m
a
n
d

 

i
n

c+
h
e Ec

o
n
o
m
i
c

 

s
ct
-r
u
c
t
u
r
e

'
、
^

&
s*
s in the Strv/ytv/re o

f

 the

A
m
e
r
i
c
p
n

 E
c
o
n
o
m
y

 b
y

 L
e
o
n
t
i
e
f

 a
n
d

 others, 

1953, 

pp. 451
丨4

8
2

.

.

•
 

.
 

-
 

' 

•

(

十
四)

g
p 日 s

l
s
o
n
,

 

2 Ab
s
t
r
a
c
t

 o
f

 a

 T
h
e
o
r
e
m
o
o
n
c
e
r
n
i
n
g

 s
a
b
s
t
i
t
s
d
b
i
l
i
t
y

 

in 

O
p
e
n

 

L
e
o
n
t
i
e
f

 J
M
O
d
e
l
s
s
Activity

A
I
G
S
を
，pp. 

1
4
2
1
1
4
6
.

論

證

は

、

ー

次

同

次

生

產

面

數

群

の

下

で

.の

.商
品

の

最

終

需

要

お

よ

び

.勞
働

量

を

所

與

.と
し

て

、

一

商

品

の

最

終

需

要

'
 

を

極

大

化

す

る

■と
'
い

う

方

法

を

と-o
て

い
.る
。

:■
•
 
•
 

•-

.

.

(

十
五
v
_ 

.'.Geor

ffq
e
s
c
u
-
R
o
e
g
e
n
,

 
: 

L
e
o
n
c+
i
e
far
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SJyste

日
^

開
放
的
模
型
.■と
.い
'.う
の
は
.或
る
生
庳
廢
素
群
.に
_

'̂
て
開
放
的
、
す
な
わ
ち
こ
れ
ら 

生
庳
耍
素
の
生
產
過
程
を
合
ま
な
い
模
型
を
-1
'
う
。

一.般
^

^
型
と
は
投
入
係
數
ー
定
の
假
定
を
外
し
た
開
放
的
模
型
の
こ
と
で
あ
る
。
ロ
ー
、ジ
ュ
ン 

は
開
放
的
模
型
の
經
濟
均
衡
を
、「

所
與
の
商
品
群B

i
,
B
s
,
…
…

.

の
最
終
需
要a
B
l
,
.
A
B
2
,
…

…

s

o
の
規
模
ズ
を
極
大
な
ら
.し
む
る
ご
と
き 

'生
產
耍
素
の
所
興
の
量
の
配
分」

と
定
義
し
、
さ
ら
に
.限
定
し
て
、
單
ー
■生
產
要
素
に
っ
い
て
開
放
的
な
場
合
、
所
與
の
最
終
需
要
群
を
生
產
す
る
た
め 

の
單一

生
產
要
素
の
極
小
量
を
必
要
と
す
る
ご
と
き
配
分
と
す
る
.。
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(

十
六)

s
a

m
u

.G>
I

s
o

n
,

 

o
p

.

 

c
i
t
.
,

 

P
.

1
4

3
.

最
終
需
耍
を、 Y

1
,

Y
2
'
…

：̂

3
と
し
、
勞
働
量
を
3
^
+
1す
れ
ば
、
 

.
K

?
K

2
y

2
+

:
r

+
K

„
Y

„
H

?
l

.

瓦
は
最
終
署
耍
、
勞
働
量
か
ら
獨
立
な
常
數
で
あ
る
。(

5

〕

式
と
比
較
せ
ょ
。

:

•

(

十

七)

.

こ
の
こ
と
を
ロ
丨
'
ジ
ェ
ン
は
、「

一
般
的
レ
オ
ン
チ
エ
フ
模
型
は
'こ
れ
に
對
應
す
る
閉
鎖
的
模
型
の
技
術
的
惻
面
を
表
わ
す
も
の
と
見

.な
し
得 

る
、」

と
し
て
い
る

(
G

e
o

r
g

e
s

c
u

-
R

o
e

g
e

n
,

 

o
p
.

 

c
i
t
.

 

p
,

 

2

1

7

W

0
 

,
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(

十
八)

 

'

一
次
計
遨
が
最
適
條
件
を
音
む
こ
と
に
フ
い
て
、
デ
ュ
ー
ゼ
ン
ベ
リ
ィ
は
こ
れ
を
投
入
產
.出
分
析
と
は
別
個
に
考
え
る
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い 

る
。「

投
入
庳
出
シ
ス
テ
ム
は
本
質
的
に
豫
想
の
た
め
の
考
案
で
あ
り
、

一
次
計
畫
は
本
質
脚
に
計
畫
の
.
た
め
の
考
案
で
あ
る」

(

レ
オ
ン
チH

フ
の
投 

.

入
丨
產
出
.
體
系j

通
庳
省
官
房
調
査
課
譜
ニ
三
頁)

。

一
、
勞
働
が
唯
.

一
の
生
庳
の
基
本
要
素
で
あ
る
こ
と
は
’、
，勞
働
以
外
の
非
生
庫
的
資
源
が
重
要
で 

.

.

な
い
こ
と
を
意
味
し
、
一.
一、
商
品
が
.

！

E

質
で
あ
る
こ
と
ば
勞
働
に
っ
い
.

て
そ
の
質
の
.’差
が
重
要
で
な
い
こ
と
を
意
味
し
、.
三
、.長
期
均
衡
相
對
偵
格
が
成 

:

立
す
る
.
こ
と
.

は
市
場
相
對
價
格
が
こ
れ
と
甚
し
く
異
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
、
さ
ら
に
四
、
勞
働
價
格
が
テ
ュ
メ
レ
ー
ル
と
な
る
こ
と
は
勞
働
需
給 

の
均
衡
に
ょ
る
賃
金
決
定
論
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、'
こ
れ
ら
の
實
際
上
の
含
意
が
妥
當
と
，認
め
ら
れ
.
な
い
か
ぎ
り
、
ー
般
的
模
| 1

'
を
現
實
分
析
に 

用
い
る
こ
と
は
不
適
切
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
.°

た
だ
^

、
各
商
品
の
生
庳
面
數
は
勞
働
を
も
含
め
て
一
次
同
次
で
あ
る
か
ら
、勞
働
に
關
し
て
過 

少
眉
用
狀
態
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
賃
金
に
對
す
る
勞
黻
の
供
給
彈
カ
性
無
限
大
の
場
合
を
意
味
し
て
い
る
、
2

考
え
ら
れ
ょ
う
”

(

十
九)

t1
. 

K
l

e
i

n
'

:

 

O
n

 

t
h

e

 

I
n

t
e

p
r

e
t

a
t

i
o

n

 

o
f

 

P
r

o
f

e
s

s
o

r

 

t
i

e
o

n
t

i
e

f
w

s
y

s
t

e
m

^
^

E
.

 

S
.
,

 

1
9

5
3

—
p

p
.

1
3

1

丨1
3

6
,

ク
ラ

ィ
ン
が
競
爭
市
場
と
い
う
の
は
、
個
々
の
企
業
家
が
所
與
の
價
格
の
下
で
利
潤
極
大
の
企
業
經
濟
を
遂
行
す
る
狀
態
の
み
を
示
し
、
し
た
が
っ
て
利
潤
零 

.
の
社
會
的
生
库
均
銜
を
合
ん
で
い
な
い
。

メ
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殺
入
~

^

出
模
_

に
っ
い
て
.
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